
県
本
部
は
２
月
５
・
６
・

７
日
、
東
予
・
中
予
・
南
予

各
地
域
で
、
春
闘
年
度
末
の

『
県
本
部
統
一
要
求
書
』
を

単
組
連
名
で
提
出
。
①
初
任

給
な
ど
給
与
改
善
、
②
労
働

時
間
管
理
、
③
人
材
確
保
・

人
員
増
、
④
再
任
用
制
度
・

定
年
延
長
の
検
討
、
⑤
非
正

規
職
員
の
雇
用
安
定
・
処
遇

改
善
を
か
か
げ
、
人
事
担
当

者
と
意
見
交
換
し
、
年
度
末

交
渉
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

（
以
下
「
理
事
者
見
解
」
要

約
・
文
責
県
本
部
）

《
Ａ
市
》
職
員
の
確
保
・
採

用
・
育
成
は
一
番
の
課
題
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の

採
用
方
法
で
は
な
く
、
新
し

い
や
り
方
も
検
討
し
て
い
く
。

《
Ｂ
市
》
初
任
給
は
隣
接
自

治
体
と
差
が
あ
る
の
で
、
問

題
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
採

用
試
験
日
程
を
ず
ら
す
の
を

や
め
て
み
る
と
応
募
は
減
っ

た
が
辞
退
が
か
な
り
減
っ
た
。

《
Ｃ
市
》
初
任
給
は
来
年
度

採
用
か
ら
改
善
す
る
。
定
年

延
長
は
、
役
職
定
年
制
を
導

入
し
て
も
上
司
部
下
の
関
係

の
逆
転
で
互
い
に
働
き
づ
ら

い
状
況
が
生
ま
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。

《
Ｄ
町
》
新
採
職
員
の
辞
退

者
も
多
く
、
土
木
技
術
職
員

は
応
募
が
な
か
っ
た
。
《
Ｅ

市
》
時
間
管
理
は
健
康
維
持

の
た
め
に
も
重
要
で
、
業
務

の
重
複
が
な
い
か
な
ど
検
証

も
必
要
。

30代
前
後
が
合
併

後
の
採
用
抑
制
で
少
な
い
。

こ
の
年
代
層
に
再
任
用
者
を

業
務
担
当
と
し
て
配
置
す
る

こ
と
も
検
討
課
題
。
《
Ｆ
市
》

定
年
延
長
に
な
る
と
若
い
人

の
採
用
抑
制
に
な
ら
な
い
か

心
配
し
て
い
る
。
《
Ｇ
市
》

会
計
年
度
職
員
制
度
は
「
処

遇
改
善
目
的
」
な
の
で
、
そ

れ
に
向
け
ど
う
す
る
か
検
討

し
た
い
。
職
員
処
遇
の
引
き

下
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
検
討

を
す
す
め
る
。
財
源
の
問
題

も
あ
る
。
《
Ｈ
社
協
》
募
集

を
か
け
て
も
応
募
が
な
く
、

職
員
不
足
の
影
響
で
、
労
働

時
間
縮
減
が
す
す
ま
な
い
。

《
Ｉ
病
院
》
職
員
確
保
は
厳

し
い
。
人
材
が
地
方
で
は
な

く
中
央
に
流
れ
て
い
る
。
再

任
用
制
度
と
定
年
延
長
の
２

つ
の
制
度
の
兼
ね
合
い
や
制

度
設
計
が
と
て
も
難
し
い
。

《
Ｊ
事
務
組
合
》
近
年
応
募

者
が
増
え
て
来
て
い
る
。
介

護
志
望
の
学
生
も
多
く
い
る

が
、
ほ
と
ん
ど
が
都
市
部
に

流
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

田
舎
に
は
な
か
な
か
集
ま
ら

な
い
。

２
月

10日
、
「
労
働
安
全

衛
生
学
習
会
」
に

13単
組

25

人
が
参
加
。
『
産
業
保
健
に

つ
い
て
の
学
習
会
』
と
題
し

て
、
講
師
の
岡
田
崇
顧
さ
ん

（
高
知
医
療
生
協
・
産
業
医
・

高
知
県
い
の
ち
と
健
康
セ
ン

タ
ー
理
事
長
）
が
、
①
産
業

医
や
産
業
保
健
制
度
、
②
過

重
労
働
の
心
身
に
与
え
る
影

響
、
③
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
の
３
テ
ー
マ
で
講
演
。

「
工
場
な
ど
で
発
展
し
た
産

業
医
学
や
就
労
環
境
が
変
化

す
る
な
か
で
求
め
ら
れ
る
ニ
ー

ズ
も
変
化
す
る
」
な
ど
提
起
、

「
過
重
労
働
が
体
に
及
ぼ
す

影
響
の
背
景
・
根
拠
」
を
デ
ー

タ
で
示
し
、
「
脳
心
疾
患
及

び
メ
ン
タ
ル
発
症
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
時
間
が
過
労
死
ラ

イ
ン
に
ほ
ぼ
合
致
」
「
タ
バ

コ
を
毎
日
１
本
吸
う
と

50時

間
労
働
と
同
様
」
「
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
は
医
学
的
視
点

か
ら
賛
否
両
論
あ
る
」
な
ど

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
説
明
い

た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
の
質

問
に
も
答
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

（１） 第４９４号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１８年 ３月１５日

第 ４９４ 号

日 程

【３月】

15 春闘全国統一行動

12～20 統一行動ゾーン

17 県本部拡大執行委員会

24 医療介護評幹事会

（内子）

【４月】

７ 青年部幹事会・交流会

11 東予総支部代表者会議

（新居浜）

15 愛媛保育問題研究会総会

（新居浜）

21 県本部拡大執行委員会

【５月】

１ メーデー集会（各地域）

３ 愛媛憲法集会（松山）

26～27 四国保育団体

合同研究集会（新居浜）

西条市職労現業評は２月24日（土）「会計年度任用職員制度の学習会」を開催し35人が

参加。県本部役員が資料とパワポを使って①正規職員にとっても「職の整理」や「新規採

用」にかかわる課題、②制度導入は２年後だが今後１年で「制度設計」される、③非正規

職員の組合加入を広げ「学習し、声をあげ、交渉する」ことが正規にも非正規にも『より

よい制度』とするために不可欠などと説明。参加者から「日々の仕事を考えると、せめて

フルタイムの非正規職員を増やしてほしいが、新制度ではどうなるのか？」「きちんと交

渉できなければどうなるのか？」など疑問と不安が出され、講師が「みんなで要求し交渉

することで、正規要求も非正規要求も前進できるチャンス」と答えました。

■３月３日（土）「南予ブロック春闘決起集会」（宇和島市）に約60人が参加。竹内

南予総支部長（内子町職委員長）が主催者あいさつし、氏本西予市職労書記長、川

口宇和島病院労組委員長らが決意表明。集会後、宇和島市役所前から商店街をデモ

行進し「不払残業なくそう」「看護・介護職員を増やそう」などアピールしました。

■３月５日（月）「全労連春闘四国総行動」（高松市）に４県約80人が参加。ＪＲ高

松駅前での集会とデモの後、四国経済産業局・地方整備局などに要請。自治労連の

参加者は人事院四国事務局に「５年連続の公務員給与改善」「新規採用増と人材確

保」「非正規の雇用安定・処遇改善」を求め、職場と地域の実状を伝えました。



西
予
市
職
労
女
性
部
は
２

月
３
日
、
１
日
研
修
を
開
催

し

24人
（
子
ど
も

11人
）
が

参
加
。
今
回
は
「
美
的
セ
ン

ス
を
養
い
、
胃
袋
を
満
た
す
」

企
画
と
し
、
砥
部
焼
観
光
セ

ン
タ
ー
で
砥
部
焼
の
工
程
見

学
や
絵
付
け
体
験
後
、
道
後

に
移
動
し
「
ホ
テ
ル
ラ
ン
チ

ブ
ッ
フ
ェ
」
＆
「
道
後
散
策
」

と
い
う
『
ち
ょ
っ
と
贅
沢
コ
ー

ス
』
。
砥
部
焼
観
光
セ
ン
タ
ー

で
は
、
砥
部
焼
が
作
ら
れ
る

方
法
や
工
程
等
の
説
明
を
受

け
、
各
自
が
選
ん
だ
器
で
絵

付
け
体
験
。
作
品
は
後
日
届

く
予
定
で
、
研
修
記
念
の
作

品
の
出
来
上
が
り
が
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
ま
た
ホ
テ
ル

ラ
ン
チ
ブ
ッ
フ
ェ
で
は
部
員

同
士
で
楽
し
く
会
話
し
な
が

ら
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
解

消
、
ゆ
っ
た
り
し
た
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
２
月

13日

「
保
育
部
研
修
会
」
に
組
合

未
加
入
者
も
含
め

51人
が
参

加
し
、
園
芸
療
法
士
で
花
農

家
の
竹
中
伸
枝
先
生
を
招
き

『
多
肉
植
物
の
寄
せ
植
え
づ

く
り
』
を
実
施
。
多
肉
植
物

は
見
た
目
が
ぷ
く
ぷ
く
と
可

愛
ら
し
く
個
性
が
あ
り
、
水

や
り
の
手
間
も
少
な
く
、
愛

着
を
持
っ
て
ペ
ッ
ト
感
覚
で
、

初
心
者
で
も
育
て
や
す
い
の

が
特
徴
で
す
。
寄
せ
植
え
の

容
器
に
は
『
牛
乳
パ
ッ
ク
』

『
空
き
瓶
』
な
ど
を
再
利
用

し
、
用
意
さ
れ
た
多
肉
植
物

の
配
置
を
考
え
な
が
ら
自
分

の
容
器
に
移
植
し
完
成
。
参

加
者
か
ら
「
が
ん
ば
っ
て
育

て
ま
す
」
「
配
置
が
難
し
か
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
。
来
た
人
か
ら
順

番
に
つ
く
る
こ
と
に
し
た
た

め
、
短
時
間
で
仕
上
げ
ら
れ
、

参
加
し
や
す
い
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

今
治
市
職
は
２
月

13

日

「
保
育
部
会
総
会
」
を
開
催

し
正
規
・
非
正
規
あ
わ
せ
て

15人
が
参
加
。
最
初
に
講
師

を
招
き
『
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体

操
』
、
タ
オ
ル
を
使
っ
て
体

を
延
ば
し
、
腰
痛
や
肩
こ
り

に
効
く
動
き
や
家
で
も
で
き

る
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
を
教

え
て
も
ら
い
楽
し
く
交
流
。

総
会
で
は
経
過
と
活
動
方
針

を
報
告
・
提
案
し
、
「
昼
の

休
憩
時
間
」
に
つ
い
て
「
休

憩
が
１
時
間
取
れ
る
職
場
」

を
め
ざ
す
た
め
に
意
見
交
換
。

参
加
者
か
ら
は
「
休
憩
時
間

中
の
書
類
の
作
成
や
行
事
の

準
備
」
「
保
育
士
が
足
り
ず

休
憩

45分
と
る
の
も
難
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
井
出
保
育
部
長
と

村
瀬
執
行
委
員
長
か
ら

「
『
保
育
士
の
労
働
条
件
』

と
『
保
育
の
質
』
は
『
車
の

両
輪
』
。
両
方
良
く
し
よ
う
！

に
い
い
保
育
が
で
き
る
よ
う

一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
」
と
よ

び
か
け
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は
２
月
３
日

女
性
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
学

習
会
＆
い
ち
ご
狩
り
」
を
実

施
。
「
学
習
会
」
は

42人
の

参
加
で
満
員
御
礼
。
女
性
職

員
と
特
に
か
か
わ
り
の
あ
る

①
産
前
産
後
・
育
児
・
介
護

に
関
す
る
休
暇
や
権
利
、
②

育
休
の
正
規
代
替
を
テ
ー
マ

に
制
度
と
要
求
活
動
に
つ
い

て
学
び
、
③
自
治
労
連
共
済

の
変
更
点
に
つ
い
て
の
説
明

を
聞
き
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

意
見
交
換
。
そ
の
後
、
子
ど

も
含
め

46人
が
「
い
ち
ご
狩

り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今

年
度
は
『
え
ひ
め
国
体
』
等

が
あ
り
、
女
性
企
画
の
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
役

員
で
話
し
あ
い
趣
向
を
変
え

た
イ
ベ
ン
ト
に
。
参
加
者
か

ら
「
い
つ
も
と
は
違
う
け
れ

ど
、
こ
う
い
っ
た
形
の
イ
ベ

ン
ト
も
楽
し
い
」
と
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
２
月

18

日
、
毎
年
恒
例
の
「
婦
人
部

い
ち
ご
狩
り
」
を
、
昨
年
に

続
き
西
条
市
の
『
ひ
の
い
ち

ご
園
』
で
実
施
し
、
組
合
員

が
家
族
ぐ
る
み
で
２
１
０
人

も
参
加
し
ま
し
た
。
お
天
気

に
も
恵
ま
れ
、
あ
た
た
か
い

日
差
し
の
中
で
「
あ
ま
～
ぃ

い
ち
ご
」
を
お
腹
い
っ
ぱ
い

堪
能
し
、
暑
く
な
っ
て
き
た

ら
「
い
ち
ご
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
」
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
！
楽

し
い
交
流
企
画
に
な
り
ま
し

た
！
家
族
連
れ
で
の
参
加
希

望
が
多
く
『
い
ち
ご
園
』
の

キ
ャ
パ
を
超
え
た
た
め
、
さ

ら
に
３
月
、
４
月
に
２
回

「
い
ち
ご
狩
り
」
を
計
画
し

ま
す
。

宇
和
島
市
職
津
島
支
部
は

２
月
７
日
「
学
習
会
」
を
開

催
し

17人
が
参
加
。
学
習
テ
ー

マ
「
退
職
手
当
」
「
定
年
延

長
」
「
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
」
に
つ
い
て
、
高
尾
県

本
部
委
員
長
が
資
料
を
使
い

説
明
。
退
職
手
当
計
算
方
法

で
は
「
５
年
ご
と
に
民
間
退

職
金
と
の
比
較
で
見
直
さ
れ

る
が
、
差
額
は
『
調
整
率
』

で
調
整
さ
れ
る
。
役
職
で
加

算
さ
れ
る
調
整
額
は
『
調
整

率
』
の
影
響
を
受
け
ず
、
役

職
の
高
い
職
員
ほ
ど
減
額
の

影
響
が
少
な
い
」
な
ど
の
問

題
点
を
指
摘
。
ま
た
「
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
は
、
正

規
職
員
の
範
囲
の
定
義
を
大

き
く
揺
る
が
す
も
の
。
制
度

を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
説
明
。
参
加
者
か
ら
「
今

以
上
に
非
正
規
化
が
進
む
の

で
は
？
」
「
新
制
度
で
処
遇

改
善
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

財
政
が
厳
し
い
な
か
実
現
可

能
な
の
か
？
」
な
ど
質
問
が

あ
り
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

■
２
月
の
大
雪
で
断
水
に
な

り
備
蓄
し
て
い
た
水
が
役
に

立
ち
ま
し
た
。
防
災
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た

３
日
間
で
し
た
。

（
西
予
・
西
崎
）

■
先
日
ま
た
ひ
と
つ
歳
を
重

ね
ま
し
た
が
、
誕
生
日
に
日

付
が
変
わ
る
瞬
間
に
体
が
重

く
な
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

気
の
持
ち
よ
う
と
は
恐
ろ
し

い
で
す
ね
（
笑
）

（
今
治
・
白
石
）

■
今
年
は
雪
が
多
く
て
出
勤

す
る
の
が
大
変
で
し
た
。
も

う
春
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

私
は
臨
時
職
員
な
の
で
退
職

後
に
退
職
金
が
出
る
話
に
と

て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
大
洲
病
院
・
緒
方
）

■
毎
回
パ
ズ
ル
を
楽
し
み
に

解
い
て
い
ま
す
が
、
老
化
が

進
ん
で
い
る
頭
に
は
、
と
て

も
良
い
刺
激
で
す
。

（
西
条
・
宮
城
）

■
今
年
の
冬
は
よ
く
雪
が
降

り
ま
し
た
。
西
予
市
で
は
マ

イ
ナ
ス

12℃
を
記
録
し
た
と

か
。
早
く
春
が
来
な
い
か
な

…
。
雪
道
で
滑
ら
な
い
歩
き

方
！
女
性
は
歩
幅
を
広
げ
ず

そ
ろ
そ
ろ
と
。
男
性
は
大
股

で
ゆ
っ
く
り
と
歩
幅
を
広
げ

て
。
あ
わ
て
ず
あ
せ
ら
ず
早

め
の
ス
タ
ー
ト
が
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
！

（
宇
和
島
・
竹
田
）

■
高
校
生
の
娘
も
４
月
よ
り

３
年
生
。
本
人
は
進
学
希
望

で
受
験
の
年
に
。
私
は
合
格

し
た
所
へ
行
っ
た
の
で
す
が
、

娘
は
行
き
た
い
学
校
・
学
部

が
あ
る
よ
う
で
い
ろ
い
ろ
と

情
報
収
集
中
。
目
標
を
明
確

に
持
つ
の
は
大
切
だ
と
思
う

の
で
、
目
標
に
向
か
っ
て
が

ん
ば
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

（
四
国
中
央
・
笹
本
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第４９４号

２０１８年 ３月１５日

■
４
９
２
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
タ
ネ
ダ
サ
ン
ト
ウ
カ
」

（
種
田
山
頭
火
）
で
し
た
。

正
解
は

13通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

白
石
正
希
（
今
治
）

西
崎
み
ど
り
（
西
予
）

吉
川
匡
希
（
大
洲
病
院
）

山
岡
昭
彦
（
四
国
中
央
）

達
川
ま
ど
か
（
今
治
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
４
月

27日
【
発

表
】
４
９
６
号
（
５
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①管理・監督の任にある職

④○○○○⇔部下

⑦尾崎紅葉の長編小説「○○○○夜叉」

⑧○○○○の目を抜く

⑨豊かな経験と知識とを持ち意見を述べ忠告

する人。芸能界の○○○○番

【タテのカギ】

①四国八十八ヶ所霊場第40番札所

②はやり言葉。今年の○○○○○○大賞は…

③○○は○○、うちはうち

⑤その年に収穫した米、新人のことも

⑥垂直方向にわき立つ雲。綿雲、むくむく雲

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

「
自
分
で
ま
か
な
う
」
四
字
熟
語
に

し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


